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田
国
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に
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る
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夫
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松
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を
結
ぶ
線
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小
田 

富
英 

 
 

 

一
、
は
じ
め
に 

 
 

柳
田
国
男
が
、
早
い
時
点
か
ら
地
名
に
注
目
し
、 

『
地
名
の
研
究
』（
古
今
書
院
、
昭
和
一
一
年
）
を
始 

め
い
く
つ
か
の
論
考
に
、
独
自
の
地
名
論
を
発
表
し 

て
き
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
大 

方
の
評
価
は
、
方
言
や
民
俗
語
彙
の
収
集
の
枠
内
に 

収
ま
っ
て
し
ま
っ
て
、
自
ら
の
学
問
の
中
核
と
し
て 

持
続
し
た
と
は
言
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の 

目
的
は
、
そ
う
し
た
通
説
に
対
し
て
の
再
検
討
と
、 

柳
田
民
俗
学
に
と
っ
て
「
地
名
研
究
」
と
は
何
で
あ 

っ
た
の
か
を
問
う
た
今
号
の
特
集
に
応
え
る
点
に
あ 

る
。
柳
田
の
年
譜
の
な
か
に
脈
々
と
流
れ
る
地
名
研 

究
へ
の
情
熱
を
抽
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
柳
田
の
遺 

志
を
受
け
継
い
だ
人
々
に
も
光
を
当
て
、
今
後
の
地 

名
研
究
の
方
向
と
課
題
を
探
り
た
い
と
思
う
。 

  
 

二
、
柳
田
年
譜
の
な
か
の
地
名
関
連
事
項 

  

は
じ
め
に
、
現
在
作
成
中
の
柳
田
国
男
新
年
譜 

（『
柳
田
國
男
全
集
』
別
巻Ⅰ

に
所
収
予
定
）
の
な
か 

か
ら
、
地
名
関
連
の
事
項
を
抽
出
し
て
み
た
い
。 

  

明
治
三
八
（
一
九
◯
五
）
八
月
、
妻
孝
と
共
に
、

長
野
、
群
馬
の
温
泉
巡
り
の
旅
に
出
て
、
峠
や
地

名
へ
の
関
心
が
つ
の
る
。 

 
 

同 
 
 

九
月
一
◯
日
、
福
島
県
で
の
視
察
旅

行
の
帰
路
、
宇
都
宮
に
立
ち
寄
り
、
平
石
村
の
柳

田
地
名
を
尋
ね
当
て
る
が
、
村
役
場
で
「
柳
原
新

田
の
略
」
と
言
わ
れ
、
し
ょ
げ
か
え
る
。 

 

明
治
三
九
（
一
九
◯
六
）
年
八
月
六
日
、
新
潟
・

長
野
・
群
馬
の
視
察
旅
行
で
、
前
年
の
旅
で
も
考

え
た
「
田
代 

軽
井
沢
」
な
ど
の
地
名
の
問
題
に

改
め
て
気
付
く
。 

 

明
治
四
一
（
一
九
◯
八
）
年
一
月
一
日
、
法
制
局

の
先
輩
、
上
山
満
之
進
宅
を
訪
れ
、
名
字
の
話
な

ど
を
す
る
。 

 

明
治
四
二（
一
九
◯
九
）年
一
月
二
一
日
二
五
日
、 

 

自
宅
で
の
会
で
、
小
田
内
通
敏
や
矢
田
部
一
家
に

地
名
の
話
を
す
る
。 

 
 

同 
 
 

三
月
、『
後
狩
詞
記
』
を
自
費
出
版
。 

 
 

同 
 
 

五
月
二
九
日
、
視
察
で
立
ち
寄
っ
た

木
曽
王
滝
村
で
、
岩
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

土
地
の
人
た
ち
は
、「
ゴ
ウ
ロ
」
と
呼
ん
で
い
る
こ

と
を
知
り
、「
強
羅
」
や
「
香
呂
」
地
名
を
思
い
出

す
。 

 
 

同 
 
 

八
月
一
六
日
、
全
国
の
五
万
分
の
一

の
地
図
が
全
部
揃
う
。 

 

同 
 
 

一
一
月
一
三
日
、
伊
能
嘉
矩
宛
て
の

手
紙
に
、「
シ
ャ
ク
ジ
」
に
つ
い
て
山
中
共
古
と 

書
簡
を
や
り
と
り
し
て
い
る
こ
と
や
、
韓
国
の
民

俗
や
古
韓
語
を
知
ら
な
け
れ
ば
地
名
を
調
査
で
き

な
い
と
書
く
。 

こ
の
頃
、
一
年
か
け
て
内
閣
文
庫
に
あ
る
明
治
一

七
年
前
後
の
内
務
省
地
理
局
作
成
の
「
字
名
集
」

を
閲
覧
し
、
六
千
余
り
の
字
地
名
を
書
き
写
す
。 

明
治
四
三
（
一
九
一
◯
）
年
二
月
一
二
日
、
東
京

帝
国
大
学
山
上
御
殿
で
開
か
れ
た
地
理
学
会
で
、

「
地
名
の
話
」を
講
演
す
る
。ま
た
、『
歴
史
地
理
』

二
月
号
か
ら
「
地
名
雑
考
」
の
連
載
を
始
め
る
。 

こ
の
月
、「
峠
に
関
す
る
二
三
の
考
察
」
で
「
タ
ワ
・

タ
ヲ
・
タ
ヲ
リ
」
の
地
名
を
論
ず
る
。 

 

同 
 
 

三
月
、喜
田
貞
吉
に
宛
て
た
手
紙
を
、

「
神
籠
石
に
関
係
す
る
地
名
」と
し
て
発
表
す
る
。 

 

同 
 
 

五
月
、『
石
神
問
答
』
を
刊
行
す
る
。

ま
た
こ
の
月
、『
遠
野
物
語
』
の
序
に
、「
小
字
よ

り
さ
ら
に
小
さ
き
区
域
の
地
名
は
、
持
主
に
あ
ら

ざ
れ
ば
こ
れ
を
知
ら
ず
」
と
書
く
。 

 

同 
 
 

九
月
二
六
日
、「
福
良
、
袋
、
富
士
、

風
戸
」
の
原
稿
を
脱
稿
す
る
。 

 

同 
 
 

一
一
月
七
日
、「
強
羅
」を
脱
稿
す
る
。 

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
二
月
一
八
日
、
伊
能

嘉
矩
宛
て
の
手
紙
に
、
悪
路
王
と
飽
土
、
明
戸
、

阿
久
津
な
ど
の
地
名
と
の
関
連
に
興
味
が
あ
る
と

書
く
。 



 

同 
 
 

四
月
一
三
日
、「
矢
立
峠
」
を
脱
稿
す

る
。 

 
同 

 
 

一
◯
月
、
南
方
と
の
往
復
書
簡
で
唐

干
の
意
味
を
尋
ね
、
教
示
を
得
る
。 

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
六
月
一
四
日
、
地
学

協
会
例
会
で
、「
日
本
に
於
け
る
地
名
に
就
て
」
を

講
演
す
る
。 

 

同 
 
 

七
月
九
日
、「
鍬
田
、
峠
を
ヒ
ヤ
ウ
と

い
ふ
こ
と
」
を
脱
稿
す
る
。 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
二
月
九
日
、「
ヰ
ナ
カ
」

を
脱
稿
す
る
。 

 

同 
 
 

三
月
、『
郷
土
研
究
』
創
刊
号
の
「
紙

上
問
答
」
で
、
大
唐
米
や
赤
米
、
ト
ボ
シ
な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
る
米
に
つ
い
て
の
情
報
を
求
め
る
。 

 

同 
 
 

五
月
二
〇
日
、「
タ
テ 

常
陸
の
下
館
」

を
脱
稿
す
る
。 

 

同 
 
 

九
月
二
〇
日
、「
八
景
坂
」
を
脱
稿
す

る
。 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
二
月
八
日
、「
新
潟
及
び

横
須
賀
」
を
脱
稿
す
る
。 

 

同 
 
 

三
月
一
三
日
、「
新
潟
及
び
横
須
賀

(

完)

」
を
脱
稿
す
る
。 

同 
 
 

七
月
、「
大
唐
田
又
は
唐
干
田
と
云
う

地
名
」
と
「
犬
神
に
因
あ
る
地
名
二
三
」
を
発
表

す
る
。 

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
一
一
月
、｢

垣
内
の
成
長

と
変
形｣

の
な
か
で
、垣
内
研
究
の
重
要
性
を
指
摘

す
る
。 

大
正
五(

一
九
一
六)

年
五
月
、
こ
の
月
発
行
の
『
郷

土
研
究
』
に
、
即
位
礼
参
列
の
帰
路
の
紀
行
文
「
丹

波
市
記
」
や
「
高
見
山
近
傍
の
口
碑
」
を
発
表
し

地
名
の
由
来
を
説
く
。 

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
、
東
条
操
が
「
地

形
を
表
す
方
言
」
を
発
表
し
、
異
論
を
も
つ
。 

 

同 
 

一
一
月
、
大
阪
講
演
の
つ
い
で
に
、
信

楽
か
ら
宇
治
田
原
に
入
り
、車
夫
と
の
会
話
で「
田

原
」
と
「
多
羅
尾
」
が
混
線
し
て
い
た
こ
と
を
発

見
し
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
る
。 

大
正
一
二
〈
一
九
二
三
〉
年
暮
れ
、
帰
国
後
、
九

月
の
大
震
災
で
東
京
帝
国
大
学
に
寄
託
さ
れ
て
い

た
膨
大
な「
字
名
集
」が
焼
失
し
た
こ
と
を
知
る
。 

大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
一
月
一
◯
日
、
親
戚

の
桑
木
厳
翼
の
娘
と
、
寺
田
寅
彦
門
下
の
松
澤
武

雄
の
結
婚
式
に
招
か
れ
、
寺
田
寅
彦
と
会
う
。
宴

席
で
の
話
に
、
地
名
の
話
が
出
て
「
シ
マ
」
と
は

部
落
の
意
味
と
述
べ
る
。 

大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
九
月
、
兵
庫
県
に
あ

る
「
紫
合
」
と
書
い
て
「
ユ
ウ
ダ
」
と
読
ま
せ
る

地
名
に
つ
い
て
の
質
問
を
載
せ
る
。 

 

昭
和
五
（
一
九
三
◯
）
年
四
月
二
八
日
、
松
本
女

子
師
範
学
校
の
彰
風
会
で
、「
地
名
の
話
」
を
講
演

す
る
。 

 

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
一
二
月
一
六
日
、
東
大

地
理
学
教
室
で
開
か
れ
た
日
本
地
理
学
会
例
会
で
、

「
地
名
の
話
」
を
講
演
す
る
。 

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
一
月
二
五
日
、
池
上
隆

祐
ら
の
努
力
で
岡
書
院
か
ら『
地
名
の
話
そ
の
他
』

が
刊
行
さ
れ
る
。 

 

同 
 
 

七
月
、
文
部
省
普
通
学
務
局
編
『
郷

土
教
育
講
演
集
』
に
「
地
名
の
研
究
」
の
講
演
記

録
が
収
録
さ
れ
る
。 

同 
 
 

一
◯
月
一
五
日
、
豊
橋
の
狭
間
小
学

校
で
開
か
れ
た
愛
知
県
教
育
会
、
豊
橋
市
教
育
会

連
合
主
催
の
郷
土
研
究
講
習
会
で「
地
名
と
歴
史
」

を
三
時
間
に
わ
た
っ
て
講
演
す
る
。 

昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
一
月
一
八
日
、
山
口

貞
夫
に
編
集
を
任
せ
て
い
た『
地
名
の
研
究
』が
、

古
今
書
院
か
ら
刊
行
と
な
る
。
前
年
の
一
二
月
に

書
い
た
「
序
」
で
、「
此
書
の
弱
点
を
指
摘
せ
ら
れ

る
読
者
の
、
出
来
る
だ
け
多
か
ら
ん
こ
と
を
熱
望

し
て
居
る
」
と
述
べ
る
。 

 

同 
 
 

四
月
一
七
日
、小
倉
郷
土
会
で
講
演
。 

 

同 
 
 

一
◯
月
、「
ア
テ
ヌ
キ
と
い
ふ
地
名
」

を
発
表
す
る
。 

昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
六
月
、
魚
津
の
郷
土

史
研
究
者
か
ら
、「
野
方
」
地
名
に
つ
い
て
の
質
問

が
届
き
、
返
事
と
し
て
「｢

野
方｣

解
」
を
発
表
す

る
。 

 

同 
 
 

一
二
月
、「
橋
の
名
と
伝
説
」
を
発
表

し
、「
シ
ア
ン
バ
シ
」
や
「
エ
ン
キ
リ
バ
シ
」
等
を

列
記
し
説
明
す
る
。 



昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
九
月
七
、
一
四
日
、

小
倉
行
き
の
予
定
を
、
門
司
の
松
永
美
吉
に
速
達

の
葉
書
で
伝
え
る
。（
松
永
に
つ
い
て
は
後
述
） 

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
、
野
村
伝
四
の

「
さ
ら
ぎ
考
」
か
ら
刺
激
を
受
け
た
と
し
て
「
和

州
地
名
談
」
を
発
表
し
、
国
名
と
同
じ
大
和
の
大

字
名
を
数
多
く
紹
介
す
る
。 

昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
一
○
月
、
前
年
亡
く

な
っ
た
山
口
貞
夫
の
遺
稿
集
『
地
理
と
民
俗
』
の

「
序
」
を
書
く
。 

昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
九
月
一
五
日
、「
折
口

信
夫
君
と
ニ
ホ
の
こ
と
」
を
書
く
。
こ
の
月
、
農

林
省
綜
合
農
業
研
究
所
の
依
嘱
を
受
け
「
カ
イ
ト

の
研
究
」
を
始
め
、「
カ
イ
ト
」
地
名
な
ど
の
調
査

項
目
を
決
め
る
。 

昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
三
月
一
三
日
、
日
本

民
俗
学
研
究
所
第
二
三
回
例
会
で
垣
内
の
話
を
す

る
。
九
月
、『
民
間
伝
承
』
に
「
垣
内
の
話
」
と
し

て
発
表
す
る
。 

昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
五
月
二
九
日
、
奈
良

女
子
高
等
師
範
学
校
で
、「
大
和
と
日
本
民
俗
学
―

垣
内
の
話
―
」
を
講
演
す
る
。
宮
本
常
一
が
記
録

を
と
る
。 

 

昭
和
二
五
（
一
九
五
○
）
年
四
月
、「
榎
戸
懐
古
」

を
書
き
、
唐
木
田
や
登
戸
の
地
名
を
論
ず
る
。 

昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
一
月
一
七
日
、
青
森

の
森
山
泰
太
郎
に
、
津
軽
の
沿
岸
に
「
ラ
ク
」
か

「
ロ
キ
」
の
語
尾
を
も
つ
地
名
が
あ
る
か
尋
ね
る

葉
書
を
書
く
。 

 
 

同 
 
 

二
月
二
日
、
水
海
道
に
住
む
人
か
ら

何
と
読
め
ば
よ
い
の
か
と
質
問
が
き
た
の
で
、「
ミ

ツ
カ
イ
ド
ウ
」
と
読
む
べ
き
と
長
文
の
手
紙
を
書

き
、「
水
海
道
古
称
」
と
し
て
発
表
。
の
ち
に
国
語

教
科
書
に
収
録
す
る
。 

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
五
月
一
一
日
、
上
野

博
物
館
講
堂
で
開
か
れ
た
第
六
回
九
学
会
連
合
大

会
で
「
海
上
生
活
の
話
」
で
、
尾
張
の
「
年
魚
市

潟
（
ア
ユ
チ
ガ
タ
）」
地
名
に
触
れ
る
。 

昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
一
一
月
、「
稲
の
産
屋
」

（『
新
嘗
の
研
究
』
所
収
）
を
発
表
し
、「
丹
生
」

地
名
を
丹
土
の
採
取
地
と
解
釈
す
る
傾
向
を
批
判

し
、
ニ
ホ
・
ニ
フ
・
ニ
ュ
ウ
の
産
屋
か
ら
考
え
た

い
と
し
、
折
口
信
夫
が
「
新
嘗
」
を
「
ニ
ヒ
」「
ニ

フ
」
の
「
忌
み
」
と
説
い
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。 

昭
和
三
三
（
一
九
五
八
）
年
、「
故
郷
七
十
年
」
の

聞
き
書
き
の
な
か
で
、「
地
名
の
研
究
」
や
「
セ
ン

ゾ
ク
と
い
う
所
」
に
つ
い
て
語
り
、『
神
戸
新
聞
』

に
発
表
す
る
。 

 
 

 
 

三
、
年
譜
に
見
る
地
名
へ
の
視
座 

  

以
上
見
て
き
た
だ
け
で
も
、
柳
田
の
地
名
へ
の
関

心
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、「
垣
内
」
だ
け
と
っ
て
も
、
学
問
的
な

進
化
が
遅
々
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
地
名
研

究
の
難
し
さ
に
改
め
て
気
付
く
。
柳
田
自
身
、『
地
名

の
研
究
』
の
「
序
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

地
名
は
数
千
年
来
の
日
本
国
民
が
、
必
要
に
応

じ
て
追
々
に
且
つ
徐
々
に
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

其
趣
意
動
機
の
千
差
万
別
で
あ
る
べ
き
こ
と
は
始 

 

か
ら
誰
に
で
も
判
つ
て
居
る
。
そ
れ
を
ア
イ
ヌ
語

な
ら
ア
イ
ヌ
語
の
、
た
ゞ
一
側
面
ば
か
り
か
ら
説 

 

か
う
と
す
れ
ば
、
仮
に
論
理
は
誤
つ
て
居
な
い
に

し
て
も
、
尚
脱
漏
が
あ
り
又
強
弁
が
あ
る
こ
と
は

免
れ
な
い
。私
の
地
名
解
は
年
数
が
永
い
だ
け
に
、

自
分
の
知
識
の
色
々
の
段
階
が
干
与
し
て
居
る
。

或
時
は
旅
行
で
得
た
直
覚
、
又
あ
る
時
は
方
言
や

口
碑
の
比
較
の
間
か
ら
も
暗
示
を
得
、
中
に
は
又

文
庫
の
塵
の
香
の
、
芬
々
と
鼻
を
撲
つ
の
も
無
し

と
し
な
い
。
前
後
に
幾
多
の
態
度
の
矛
盾
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
又
地
名
発
生
の
至
つ
て
自
由
な
る
法

則
と
も
相
応
し
て
居
る
。 

  

前
述
の
柳
田
年
譜
の
地
名
事
項
か
ら
も
、
柳
田
の 

そ
の
時
々
の
地
名
解
釈
が
、「
旅
」
に
よ
る
も
の
な
の 

か
、「
口
碑
伝
承
」
の
研
究
成
果
に
よ
る
も
の
か
、「
文 

献
資
料
」
に
よ
る
も
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
に
あ 

る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
柳
田
言
う 

と
こ
ろ
の
「
態
度
の
矛
盾
」
を
そ
こ
に
見
出
し
た
と 

き
に
、
私
た
ち
は
地
名
研
究
の
面
白
さ
を
も
体
得
で 



き
る
の
で
あ
る
。 

 
さ
ら
に
柳
田
は
、
自
分
の
一
生
を
回
顧
し
た
聞
き 

書
き
『
故
郷
七
十
年
』
に
お
い
て
、「
私
の
学
問
」
を 

語
る
う
え
で
、
き
ち
ん
と
「
地
名
の
研
究
」
を
位
置 

づ
け
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ 

け
で
な
く
、
初
出
の
『
神
戸
新
聞
』
の
二
百
回
連
載 

を
見
れ
ば
、
地
名
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
回
は
、「
地 

名
の
研
究
」だ
け
で
は
な
く
、「
セ
ン
ゾ
ク
と
い
う
所
」 

「
ダ
シ
の
風
・
ア
イ
の
風
」「
麦
つ
き
唄
か
ら
」「
ア 

エ
ノ
コ
ト
」「
ヨ
ネ
・
コ
メ
・
ク
ミ
・
ク
マ
な
ど
」「
日 

本
人
の
渡
来
」
な
ど
い
た
る
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て 

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、 

そ
の
地
名
を
引
用
す
る
箇
所
が
、「
海
上
移
住
」や「
稲 

作
、
穀
霊
信
仰
」「
祖
霊
信
仰
」
と
い
っ
た
晩
年
ま
で 

未
決
の
課
題
と
し
て
抱
え
込
ん
で
い
た
論
の
な
か
に 

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
麦
つ
き
唄
か
ら
」
や 

「
ヨ
ネ
・
コ
メ
・
ク
ミ
・
ク
マ
な
ど
」
に
は
、
次
の 

よ
う
な
文
章
が
あ
る
。 

  
 

じ
つ
は
こ
の
オ
ヤ
と
か
イ
ヤ
と
い
う
問
題
が
、

日
本
人
の
民
間
信
仰
、
ひ
い
て
は
民
族
の
起
源
に

ま
で
遡
る
重
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
イ

ヤ
と
い
う
地
名
を
全
国
的
に
調
べ
て
ゆ
く
と
、
先

祖
の
霊
を
祭
る
場
所
は
別
に
人
家
の
近
く
に
置
く

と
い
う
両
墓
制
度
の
習
慣
に
も
か
か
わ
っ
て
来
る

の
で
あ
る
。 

 

 
 

ク
メ
と
い
う
地
名
が
日
本
全
国
に
割
に
広
が
つ

て
い
る
の
も
、
お
祭
の
コ
メ
、
つ
ま
り
神
聖
な
稲

を
作
る
所
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
各

地
の
ク
メ
と
い
う
地
名
を
た
ど
れ
ば
、
日
本
人
の

歩
い
た
一
通
り
の
所
が
分
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
あ
る
。 

  

こ
の
時
の
柳
田
の
手
元
に
は
、
五
十
年
以
上
も
昔 

に
、
内
閣
文
庫
か
ら
借
り
た
「
字
名
集
」
か
ら
書
き 

写
し
た
六
千
に
及
ぶ
「
字
地
名
」
の
カ
ー
ド
が
あ
っ 

た
は
ず
で
あ
る
。
柳
田
民
俗
学
樹
立
前
で
、
郷
土
研 

究
黎
明
期
の
努
力
が
、
民
俗
学
の
最
後
の
課
題
を
示 

そ
う
と
し
た
晩
年
に
報
わ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

そ
う
考
え
る
と
、
柳
田
民
俗
学
に
お
け
る
「
地
名 

研
究
」
の
位
置
づ
け
は
、
も
っ
と
早
く
、
も
っ
と
大 

き
く
評
価
さ
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 

四
、
地
名
研
究
の
志
を
継
ぐ 

ー
松
永
美
吉
の
場
合 

 
 

 

 
 

(

一)

柳
田
国
男
と
山
口
貞
夫 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
柳
田
が
「
日
本
民
俗
学
」
へ 

の
宿
題
と
し
て
残
し
た
「
地
名
研
究
」
は
、
個
々
の 

能
力
に
頼
る
学
問
と
し
て
し
か
継
続
し
て
こ
な
か
っ 

た
と
言
っ
て
よ
い
。
谷
川
健
一
の
孤
高
の
学
問
が
そ 

の
代
表
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
も
、
都
丸
十
九
一
や
千 

葉
徳
爾
な
ど
柳
田
を
継
承
す
る
学
問
的
な
チ
ャ
ン
ス 

は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、 

そ
の
流
れ
が
大
河
と
な
ら
な
か
っ
た
の
か
は
、
別
の 

機
会
に
回
す
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
山
口
貞
夫
の
存 

在
へ
の
指
摘
か
ら
始
め
よ
う
と
思
う
。 

 

前
述
の
年
譜
事
項
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、『
地
名
の 

研
究
』
の
編
集
を
任
さ
れ
た
山
口
が
、
柳
田
の
期
待 

を
一
身
に
浴
び
な
が
ら
、
三
十
四
歳
の
若
さ
で
亡 

く
な
っ
た
の
が
、
昭
和
十
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
柳 

田
は
、
山
口
の
遺
稿
集
『
地
理
と
民
俗
』
の
「
序
」 

に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

  
 

山
口
君
は
勇
敢
な
る
旅
客
で
あ
る
と
同
時
に
、

最
も
精
励
な
る
書
斎
の
闘
士
で
あ
つ
た
。
人
と
会

す
る
の
日
は
耳
を
、
途
を
行
く
と
き
は
目
を
主
力

と
し
て
、
多
く
知
り
少
し
く
談
り
、
内
に
生
命
の 

 

 

促
迫
を
感
じ
つ
ゝ
も
、
強
ひ
て
功
程
を
急
が
う
と

す
る
風
が
見
え
な
か
つ
た
。
恐
ら
く
は
学
問
の
帰

趨
が
彼
に
は
夙
に
明
か
で
あ
つ
て
、
前
人
後
人
が

此
の
如
く
相
助
け
、
積
み
上
げ
、
ゆ
り
な
ら
し
た 

 

基
礎
の
上
に
建
つ
も
の
が
、
ま
こ
と
の
完
成
で
あ

る
こ
と
を
信
じ
て
居
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
ど
う
か 

 

我
々
も
そ
の
素
直
な
信
頼
に
、
背
か
ぬ
や
う
に
し

た
い
も
の
と
念
じ
て
居
る
。 

  

東
京
帝
国
大
学
地
理
学
科
で
辻
村
太
郎
に
師
事
し
、 

地
理
学
と
豊
富
な
実
地
踏
査
の
「
基
礎
の
上
」
に
、 

民
俗
学
と
の
接
合
と
し
て
地
名
研
究
を
位
置
づ
け
て 



い
た
山
口
の
存
在
は
、
柳
田
に
と
っ
て
民
俗
学
の
未 

来
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
、。 

 
 

 (

二)
門
司
の
松
永
美
吉 

柳
田
国
男
と
山
口
貞
夫
を
二
人
の
師
と
し
て
、
地 

名
研
究
の
志
を
継
い
だ
人
物
に
、松
永
美
吉
が
い
る
。 

 

松
永
美
吉
は
、
明
治
四
二
年
長
崎
に
生
ま
れ
、
海 

難
審
判
庁
に
勤
め
る
傍
ら
、
民
俗
学
を
学
び
、
昭
和 

九
年
、
曽
田
共
助
を
中
心
に
で
き
た
小
倉
郷
土
会
の 

若
手
会
員
と
し
て
柳
田
国
男
と
出
会
っ
た
人
物
で
あ 

る
。
昭
和
十
年
、
出
来
た
ば
か
り
の
民
間
伝
承
の
会 

に
入
会
し
、『
民
間
伝
承
』
第
二
号
の
「
新
入
会
員
紹 

介
」
に
、「
門
司 

松
永
美
吉
」
の
名
が
載
る
。
会
長 

の
曽
田
ら
の
入
会
よ
り
も
早
く
、
福
岡
県
か
ら
の
入 

会
第
一
号
で
あ
っ
た
。 

そ
の
松
永
宛
て
の
柳
田
国
男
の
書
簡
や
葉
書
が
、 

公
開
さ
れ
た
と
の
新
聞
記
事
が
載
っ
た
の
が
、
平
成

九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
松
永
が
亡
く
な
っ
た
次
の

年
の
こ
と
で
あ
る
。『
柳
田
国
男
全
集
』
の
書
簡
編
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
当
時
の
編
集
委
員
会

か
ら
話
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
よ
う
や
く
、

書
簡
編
の
準
備
に
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
一
昨
年
、

私
は
、
全
集
担
当
の
編
集
者
と
共
に
、
小
倉
を
訪
れ

た
。
葉
書
は
、
残
念
な
が
ら
数
は
少
な
か
っ
た
の
で

あ
る
が
、
柳
田
が
、
昭
和
十
一
年
、
十
四
年
、
十
六

年
と
三
度
に
わ
た
っ
て
小
倉
を
訪
れ
、
小
倉
郷
土
会

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
年
譜
作
成
上
の
貴
重
な
資
料
も
、

た
く
さ
ん
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
と

く
に
、
十
四
年
は
、
山
口
と
松
山
の
高
等
学
校
で
の

講
演
の
合
間
を
ぬ
っ
て
の
小
倉
入
り
で
あ
っ
た
。
松

永
美
吉
宛
て
の
葉
書
は
、
そ
の
時
の
も
の
で
、
出
発

前
に
、
門
司
海
員
審
判
所
の
松
永
宛
て
に
速
達
で
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
松
永
は
、
そ
の
知
ら
せ
を
受
け

て
、
曽
田
会
長
の
指
示
で
、
山
口
高
等
学
校
ま
で
迎

え
に
行
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
十
六
年
に
は
、
小
倉

の
朝
日
新
聞
社
講
堂
で
の
講
演
で
、
若
き
松
本
清
張

が
聴
い
て
い
た
と
の
指
摘
も
受
け
た
。
現
地
を
訪
ね

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
る
こ
と
に

改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
私
な
り
の
実
感
は
、
柳
田
と
若
く
し
て 

出
会
っ
た
松
永
も
、
松
本
も
、
そ
し
て
も
う
一
人
、、 

書
簡
が
見
つ
か
っ
た
木
島
甚
久
も
、
柳
田
の
影
響
を 

受
け
て
、
そ
の
後
の
人
生
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
こ 

と
で
あ
っ
た
。
松
永
は
地
名
研
究
、
松
本
清
張
は
民 

俗
学
（
地
名
、
方
言
も
含
む
）
を
背
景
と
し
た
推
理 

小
説
、
木
島
は
家
船
研
究
に
お
い
て
で
あ
る
。（
松
永

宛
て
葉
書
二
通
、
木
島
宛
て
書
簡
一
通
、
曽
田
共

助
宛
て
葉
書
一
通
、馬
渡
兄
弟
宛
て
葉
書
二
通
は
、

次
回
配
本
の
『
柳
田
国
男
全
集
』
第
三
六
巻
に
収

録
予
定
。
お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
馬
渡
博
親
小
倉

郷
土
会
現
会
長
、
り
ゅ
う
雅
人
氏
に
多
謝
。） 

 
 

(

三)

松
永
美
吉
の
山
口
貞
夫
と
の
出
会
い 

 

民
間
伝
承
の
会
が
発
足
し
、
各
県
か
ら
の
会
員
募 

集
に
応
え
、
福
岡
県
か
ら
い
ち
早
く
名
乗
り
を
あ
げ 

た
松
永
美
吉
で
あ
っ
た
が
、
最
初
か
ら
地
名
研
究
を 

志
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
旧
制
中
学
時
代 

に
『
海
南
小
記
』
と
出
会
っ
て
以
来
、
柳
田
の
著
作 

が
出
る
度
に
愛
読
し
て
い
た
と
い
う
松
永
が
、
地
名 

研
究
に
目
覚
め
た
の
は
、
山
口
貞
夫
の
影
響
が
大
き 

い
と
の
ち
に
述
懐
す
る
。
こ
の
述
懐
に
つ
い
て
触
れ 

る
前
に
、
山
口
と
小
倉
郷
土
会
と
の
関
係
を
先
に
紹 

介
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

山
口
は
、
柳
田
の
も
と
で
昭
和
九
年
か
ら
始
ま
る 

山
村
生
活
調
査
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
豊
前 

京
都
郡
伊
良
原
村
の
調
査
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
小 

倉
郷
土
会
の
人
々
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
の
は
、
柳 

田
の
最
初
の
小
倉
入
り
の
す
ぐ
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
小
倉
郷
土
会
の
機
関
誌
『
豊
前
』
第
六
号 

に
「
山
仕
事
～
京
都
郡
伊
良
原
村
」
を
載
せ
る
の
で 

あ
る
。 

 

こ
の
時
す
で
に
山
口
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
柳
田 

国
男
の
『
地
名
の
研
究
』
の
編
集
を
任
さ
れ
る
ほ
ど 

の
人
物
と
し
て
名
が
通
っ
て
い
た
。
松
永
が
、
自
分 

と
年
も
変
わ
ら
ぬ
山
口
か
ら
大
き
な
刺
激
を
受
け
た 

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。 

  
 

(

四)

松
永
美
吉
の 

『
地
形
名
と
そ
の
周
辺
の
語
彙
』 

 

平
成
二
年
四
月
二
十
一
日
、
川
崎
市
総
合
自
治
会 



館
で
開
か
れ
た
「
第
九
回
全
国
地
名
研
究
者
大
会
」 

に
お
い
て
、
松
永
美
吉
の
長
年
の
地
名
研
究
の
成
果 

で
あ
っ
た
『
地
形
名
と
そ
の
周
辺
の
語
彙 

上
・
下
・ 

補
遺
』
全
三
巻(

上
巻 

平
成
元
年
二
月
一
日
刊
、
下 

巻 

補
遺 
平
成
元
年
十
月
二
十
日
刊)

が
、
日
本
地 

名
研
究
所
地
名
研
究
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。 

 

同
書
の
「
は
じ
め
に
」
は
、「
本
書
は
、
山
口
貞
夫 

（
経
歴
略
）
の
『
地
形
名
彙
』
に
触
発
さ
れ
て
成
っ 

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
緒
言
の
全
文
を
左
に
掲 

げ
て
敬
意
を
表
し
た
い
」
と
し
て
、
山
口
が
雑
誌
『
地 

理
学
』
昭
和
十
年
四
月
号
、
五
月
号
に
連
載
し
た
「
地 

形
名
彙
」
の
「
緒
言
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の 

「
緒
言
」
の
な
か
で
今
回
引
用
し
な
く
て
は
な
ら
な 

い
点
は
、
次
の
一
節
で
あ
る
。 

  
 

本
名
彙
の
多
く
が
、
曽
て
柳
田
国
男
先
生
の
発

表
し
た
も
の
に
拠
る
事
、
尚
そ
の
後
先
生
か
ら
貴

重
な
地
名
カ
ー
ド
の
借
覧
を
許
さ
れ
た
事
は
幾
重

に
も
感
謝
す
る
所
で
あ
る
。(

略) 

 
 

尚
将
来
も
新
し
い
語
彙
の
発
見
は
あ
る
で
あ
ら

う
が
、
そ
の
数
は
著
し
く
大
き
い
も
の
と
は
思
は

れ
な
い
。 

  

山
口
が
柳
田
か
ら
借
り
た
と
い
う「
地
名
カ
ー
ド
」 

と
は
、
前
述
し
た
明
治
十
七
年
の
「
字
名
集
」
か
ら 

の
抜
き
書
き
カ
ー
ド
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
柳
田 

の
山
口
へ
の
期
待
が
、
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
よ 

く
わ
か
る
。 

 

ま
た
、
松
永
は
、
山
口
が
将
来
的
に
も
「
そ
の
数 

は
著
し
く
大
き
」
く
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
と
述
べ
た 

こ
と
に
対
し
て
、
自
分
の
欲
張
っ
た
採
録
の
結
果
、 

本
書
の
よ
う
に
か
な
り
の
数
が
増
加
し
た
と
誇
ら
し 

く
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
松
永
は
「
地
形 

名
」
の
定
義
と
し
て
、
次
の
三
点
に
分
類
で
き
る
と 

述
べ
、
な
ぜ
「
周
辺
の
語
彙
」
と
し
た
の
か
の
説
明 

を
加
え
て
い
る
。 

  

①
自
然
地
形
名(

こ
れ
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い) 

 

②
人
工(

人
為)

地
形
名(

田
、
畑
、
道
路
、
屋
敷
、

堀
な
ど) 

 

③
抽
象
地
形
名(

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
、
チ
ク
ラ
ガ
オ
キ
、

ヒ
ロ
シ
マ
、
ミ
ヤ
コ
、
セ
ケ
ン
な
ど) 

 
 

さ
ら
に
本
書
は
、
地
形
名
だ
け
で
な
く
、
気
象 

(

風
位
名
を
除
く)

、
天
象
、
海
象
等
、
生
活
環
境 

に
関
す
る
語
彙
を
も
併
せ
て
採
録
し
た
の
で
、
タ 

イ
ト
ル
を
『
地
形
名
と
そ
の
周
辺
の
語
彙
』
と
し 

た
。 

  

松
永
の
全
三
巻
、
一
四
一
五
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
同
書

が
地
名
研
究
賞
に
相
応
し
い
も
の
と
推
薦
す
る
理
由

書
が
日
本
地
名
研
究
所
に
残
さ
れ
て
い
る
。
推
薦
人

は
、
選
考
委
員
の
根
本
順
吉
で
あ
る
。
要
約
す
る
と

次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

 

一
、
今
や
手
に
入
れ
難
い
古
典
と
な
っ
た
山
口
氏

の
名
彙
を
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
カ
ッ
コ
付
き
で
ふ

く
ま
せ
、
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
く
積
み

重
ね
ら
れ
た
こ
と
。 

 

二
、
地
名
民
俗
学
と
し
て
豊
か
な
内
容
で
読
み
始

め
た
ら
止
め
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

三
、
地
名
研
究
の
基
礎
的
集
大
成
と
し
て
貴
重
で 

あ
る
こ
と
。 

 

四
、
本
書
は
地
名
に
つ
い
て
の
膨
大
な
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
で
あ
る
こ
と
。 

  

そ
し
て
最
後
に
、「
研
究
書
を
越
え
、
啓
蒙
書
と
し 

て
も
す
ぐ
れ
て
い
る
」
の
で
、
索
引
を
つ
け
て
刊
行 

す
る
よ
う
に
と
根
本
は
結
ん
で
い
る
。 

 

そ
の
根
本
の
提
言
は
、
そ
れ
か
ら
四
年
後
の
平
成

六
年
に
実
現
し
、
三
一
書
房
か
ら
『
民
俗
地
名
語
彙

事
典
』
上
下
二
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
時
の
『
日
本
地
名
研
究
所
通
信
』
第
九
号
（
一

九
九
四
年
七
月
一
日
）
の
巻
頭
言
に
お
い
て
、
谷
川

健
一
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

  
 
 

第
九
回
全
国
地
名
研
究
者
大
会
で
地
名
研
究 

 
 

 

賞
を
受
賞
し
た
松
永
美
吉
氏
の
私
家
版
『
地
形
名

と
そ
の
周
辺
の
語
彙
』
に
大
幅
に
加
筆
増
補
し
た

『
民
俗
地
名
語
彙
事
典
』
上
下
二
冊
が
こ
の
た
び

完
結
、
三
一
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
私
ど
も
は

そ
れ
を
心
か
ら
喜
び
た
い
。 



 
 

地
名
辞
典
は
吉
田
東
伍
の『
大
日
本
地
名
辞
書
』

に
と
ど
め
を
さ
す
が
、
こ
れ
は
地
名
を
項
目
と
し

た
地
域
別
の
地
誌
の
お
も
む
き
を
呈
し
て
い
る
。 

 
 

戦
後
は
い
く
つ
か
の
五
十
音
引
き
の
地
名
辞
典

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
や
民
俗
の
知
識
の

と
ぼ
し
い
執
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
一
つ
と

し
て
信
用
で
き
る
も
の
が
な
い
。
そ
れ
ら
は
誤
っ

た
解
釈
を
読
者
に
押
し
つ
け
ひ
ろ
く
害
毒
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
本
格
的
な
地
名
辞
書
の
編
纂
が
急
が

れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
先
駆
と
し
て
本
書

が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
半
世
紀
を
優
に
超
え
る

松
永
氏
の
今
期
と
執
念
の
賜
物
で
あ
り
、
私
た
ち

は
そ
れ
を
享
受
す
る
機
会
に
め
ぐ
り
あ
わ
せ
た
こ

と
を
、
著
者
に
ふ
か
く
感
謝
し
た
い
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
か
ら
二
十
年
余
り
経
過
し
た
今
、「
柳
田
民
俗

学
に
お
け
る
地
名
研
究
」
の
特
集
の
な
か
で
、
若
く

し
て
柳
田
に
出
会
い
、
そ
の
影
響
で
こ
つ
こ
つ
と
積

み
上
げ
て
き
た
松
永
美
吉
の
「
地
名
民
俗
学
」
の
再

評
価
を
試
み
る
こ
と
は
意
味
あ
る
こ
と
と
思
う
。
そ

の
一
助
と
し
て
、
松
永
の
『
地
形
名
と
そ
の
周
辺
の

語
彙
』
の
な
か
か
ら
、
柳
田
も
『
後
狩
詞
記
』
に
お

い
て
着
目
し
た「
コ
バ
」地
名
を
紹
介
し
て
み
た
い
。 

  
 

コ
バ 

四
国
山
地
、
九
州
山
地
で
焼
畑
。
雑
穀

栽
培
型
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
が
、
ム
ギ
類
や
イ

モ
類
の
栽
培
も
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
〔
佐
々

木
高
明
・
日
本
の
焼
畑
〕。 

 
 

畑
を
コ
ハ
、
コ
バ
と
発
音
す
る
場
合
に
は
、
焼

畑
、
切
替
畑
を
意
味
す
る
も
の
が
多
い
。
山
村
で

は
独
特
の
焼
畑
耕
作
が
行
わ
れ
、「
コ
バ
作
り
」「
コ

バ
サ
ク
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
と

こ
ろ
に
山
地
の
新
開
拓
地
で
あ
る
「
園
」
と
か
「
木

場
」
と
か
の
地
名
が
生
れ
る
〔
山
口
恵
一
郎
・
地

名
の
成
立
ち
〕。 

山
間
の
地
に
開
い
た
畑
。
長
野
、
熊
本
、
鹿
児

島
種
子
島
〔
全
国
方
言
辞
典
〕。 

山
地
利
用
の
農
作
地
を
コ
バ
と
呼
ぶ
の
は
、
九

州
で
は
普
通
の
こ
と
で
、「
木
場
す
な
わ
ち
木
を
伐

ら
ぬ
と
行
え
な
い
農
作
の
意
」
で
は
な
い
か
〔
分

類
農
村
語
彙
下
〕。 

  
こ
こ
ま
で
な
ら
ば
、
単
な
る
辞
書
的
な
集
計
で
、

便
利
な
も
の
を
作
っ
た
だ
け
の
評
価
で
終
わ
る
の
で

あ
ろ
う
が
、
松
永
の
努
力
は
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。
な

か
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
」
の

放
送
や
、
自
身
の
聞
き
書
き
に
よ
る
情
報
ま
で
も
が

採
録
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

熊
本
県
五
ツ
木
村
で
も
コ
バ
ヤ
キ(

コ
バ
作(

サ

ク)

の
た
め
に
伐
っ
た
木
を
焼
く
こ
と)
、
コ
バ
作

が
あ
る
〔
昭
五
三
・
四
・
二
六
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第

一
〕。 

 
 

山
口
県
で
も
山
中
の
小
平
坦
地
で
、
木
材
を
こ

こ
に
伐
り
出
し
て
貯
め
る
こ
と
を
コ
バ
出
し
と
い

う
〔
松
永
美
吉
採
取
〕。 

長
崎
県
上
五
島
宇
久
島
で
は
、
段
々
畠
の
斜
面

を
コ
バ
と
い
い
、
斜
面
側
の
畠
の
端
の
畦
は
ダ
マ

と
い
っ
て
い
る
〔
出
地
出
身
者
談
〕。 

  

「
コ
バ
」
の
項
目
だ
け
で
も
、
二
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ

が
、
松
永
は
、
こ
れ
で
満
足
は
せ
ず
に
『
補
遺
』
に

お
い
て
も
次
の
よ
う
に
書
き
加
え
て
い
る
。 

 

◎
コ
バ 

 

木
場
、
小
葉
、
古
場
、
小
庭
の
字

を
あ
て
る
が
、
中
に
は
「
畑
」
の
字
で
畑
地
で
あ

る
こ
と
を
表
し
て
コ
バ
と
読
ま
せ
た
も
の
も
あ
る

（
人
吉
市
の
大
畑ｵｺﾊﾞ

と
か
内
畑ｳﾁｺﾊﾞ

な
ど
コ

バ
に
畑
を
当
て
た
の
は
、
そ
の
実
体
を
表
し
た
も

の
で
畑
と
い
え
ば
、
焼
畑
が
主
で
あ
る
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
）。コ
バ
の
畑
名
は
九
州

に
多
く
小
部
落
の
地
名
が
多
い
。
九
州
以
外
の
諸

地
方
に
も
広
く
散
在
す
る
。
地
名
と
し
て
単
独
の

木
場
の
ほ
か
今
木
場
、
木
―
、
稗
―
、
梶
―
、
木

場
山
な
ど
。(

略) 

『
後
狩
詞
記
』(

宮
崎
県
椎
葉
村)

で
、
イ
レ
ソ

デ(

入
袖)

と
い
う
の
を
、
熊
本
県
人
吉
市
日
野
地

方
で
は
コ
バ
と
い
う
。
焼
畑
ま
た
は
旧
焼
畑
の
跡

が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
山
林
区
域
に
対
し
て
袖

状
に
見
え
る
と
こ
ろ
。 

ま
た
『
後
狩
詞
記
』
に
シ
ナ
ト
コ
と
い
う
の
を



人
吉
市
日
野
地
方
で
は
コ
バ
ア
ト
と
い
う
。大
豆
、

小
豆
、
ソ
バ
、
ヒ
エ
な
ど
を
焼
畑
の
内
で
叩
き
お

と
し
収
納
を
し
た
跡
。
猪
は
落
穂
な
ど
を
あ
さ
り

に
く
る
。
畑
跡
。
収
納
床
。 

長
崎
県
下
で
は
、山
間
の
製
材
場
、木
コ
リ
場
、

炭
焼
き
場
の
あ
る
と
こ
ろ
を
コ
バ
と
い
い
、
こ
の

よ
う
な
僻
地
に
暮
ら
し
て
都
会
の
醸
成
に
通
ぜ
ず
、

負
け
ん
気
を
出
し
て
、
独
り
合
点
の
理
屈
ば
か
り

こ
ね
る
人
の
こ
と
を
コ
バ
ト
ウ
ジ
ン
と
い
い
、
長

崎
市
民
は
、
軽
べ
つ
す
る
よ
り
持
て
あ
ま
す
の
で

あ
る
〔
長
崎
方
言
、
ば
っ
て
ん
帳
〕。 

  

こ
の
松
永
の
努
力
を
知
っ
た
ら
、
山
口
や
柳
田
は

ど
れ
だ
け
喜
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
。 

 

松
永
は
、『
下
巻
』「
あ
と
が
き
」
に
次
の
よ
う
に

書
き
、
二
人
の
学
恩
に
応
え
て
い
る
。 

  
 

一
、
昭
和
十
年
、
山
口
貞
夫
の
『
地
形
名
彙
』

か
ら
五
十
数
年
を
経
た
今
日
、
や
っ
と
辿
り
つ
い

て
こ
の
始
末
で
あ
る
。
存
命
な
ら
ば
、
私
よ
り
丁

度
一
つ
年
長
の
在
天
の
山
口
氏
が
、
こ
れ
を
悦
ん

で
く
れ
る
か
ど
う
か
。 

 
 

一
、
柳
田
先
生
に
は
、
数
多
く
の
『
分
類
民
族

語
彙
集
』
が
あ
り
、
十
年
毎
に
こ
れ
を
増
補
す
べ

し
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
が
実
行
さ
れ

た
た
め
し
は
さ
ら
さ
ら
無
い
。
淋
し
い
限
り
で
あ

る
。 

  

五
、
お
わ
り
に 

 

特
集
の
な
か
で
、何
か
書
く
こ
と
に
な
っ
た
時
に
、 

ま
ず
浮
か
ん
だ
こ
と
は
、
私
が
現
在
作
成
中
の
「
柳 

田
国
男
年
譜
」
の
な
か
か
ら
、「
地
名
」
に
関
連
す
る 

事
項
を
並
べ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ 

こ
で
気
づ
い
た
こ
と
は
、
柳
田
自
身
が
言
う
、
旅
と 

口
碑
と
文
献
に
よ
る「
地
名
解
」へ
の
鍵
の
発
見
で
、 

そ
の
時
々
に
よ
っ
て
、
成
果
も
あ
れ
ば
、
矛
盾
も
あ 

る
と
い
う
地
名
研
究
の
奥
深
さ
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
柳
田
国
男
、
山
口
貞
夫
、
松
永
美
吉
を
結 

ぶ
線
を
意
識
で
き
た
こ
と
も
、
今
後
の
柳
田
研
究
や 

地
名
研
究
の
課
題
を
提
供
で
き
た
の
で
は
と
自
負
し 

て
い
る
。
ま
た
、
誌
面
の
都
合
で
、
小
倉
調
査
に
つ 

い
て
は
論
文
の
体
を
な
し
て
い
な
い
が
、
松
永
美
吉 

と
同
じ
よ
う
な
存
在
の
木
島
甚
久
と
合
わ
せ
て
、
い 

ず
れ
詳
述
し
た
い
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 

（『
柳
田
国
男
全
集
』
編
集
委
員
） 


